
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

  ２６年６月３０日 

大分県知事 

広瀬 勝貞 殿 

 

提出者                   

住 所   大分県別府市船小路町３番４３号 

氏 名 明大工業株式会社        

代表取締役社長  藤本 修司   

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０９７７－２４－１２１２    

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  明大工業株式会社 

事 業 場 の 所 在 地  大分県別府市船小路町３番４３号 

計 画 期 間  平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 Ｄ 建設業   ０６ 総合工事業 

② 事 業 の 規 模 

 

\808,226,600（元請完成工事高） 

 

③ 従 業 員 数 ４２名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

現場事務所→ 汚泥      →委託処理（機械乾燥・脱水・固化・改良土） 

       廃プラスチック類→委託処理（破砕・選別・焼却・セメント材/ＲＰＦ） 

紙くず     →委託処理（破砕・選別・圧縮・固化・焼却・ＲＰＦ） 

木くず     →委託処理（破砕・選別・セメント材/チップ化） 

金属くず    →委託処理（破砕・選別） 

がれき類    →委託処理（破砕・選別） 

コンクリート破片→委託処理（破砕・路盤材/ＲＣ40） 

アスコン破片  →委託処理（破砕・路盤材/ＲＣ40） 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成２５年度）実績】       

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・委託処理業者には排出時に現地確認を実施している。 

・リユースを推進している。 

・再資源化業者を選定している。 

 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・委託処理業者には排出時現地確認を実施する。 

・再生利用が可能なものについては、再生利用業者を選定する。 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・可能な限り分別を実施している。分別が困難な場合は、分別処理を

行う委託業者を選定し、現地確認を行っている。 

 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・可能な限り分別を実施する。分別が困難な場合は、分別処理を行う

業者を選定し、現地確認を行う。 

 

代表取締役社長 

工事部 廃棄物管理担当者 

○産業廃棄物処理計画書作成 

○産業廃棄物管理票交付等 

状況報告書作成 

○年間排出量集計 

○マニフェスト発行・管理 

○委託契約書発行・管理 

各現場事務所 

別紙①のとおり 

別紙①のとおり 

工事部 調査部 宮崎営業所 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

①現状 

【前年度（     年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ①現状 

【前年度（     年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



第２面
別紙①

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状
　　前年度（平成25年度）実績

②計画
　　目標

がれき類 コンクリート破片
アスファルト・
コンクリート破

排出量 １６．５ｔ ２７．９０５ｔ ２．９４ｔ ３０３．５５５ｔ １．１３ｔ ２３１．９５６ｔ

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 紙くず 木くず 金属くず

１６２９．１５ｔ ２５９．９２ｔ

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 紙くず 木くず 金属くず がれき類 コンクリート破片
アスファルト・
コンクリート破

１ｔ ２００ｔ １２００ｔ ２００ｔ排出量 １５ｔ ２５ｔ ２．５ｔ ３００ｔ



（第４面）
別紙②－１

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状
　前年度（平成25年度）実績

がれき類 コンクリート破片
アスファルト・
コンクリート破

片

全処理委託量 １６．５ｔ ２７．９０５ｔ ２．９４ｔ ３０３．５５５ｔ １．１３ｔ ２３１．９５６ｔ

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 紙くず 木くず 金属くず

１６２９．１５ｔ ２５９．９２ｔ

優良認定処理業者
への処理委託量

０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ

再生利用業者への
処理委託量

０ｔ ０ｔ ０ｔ ２６２．２ｔ ０ｔ ０ｔ １６２９．１５ｔ ２５９．９２ｔ

０ｔ ０ｔ

０ｔ

０ｔ ０ｔ

０ｔ ０ｔ ０ｔ
認定熱回収業者へ
の処理委託量

０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量
０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ



（第５面）
別紙②－２

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①計画
　　目標

認定熱回収業者へ
の処理委託量

０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量
０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ

０ｔ ０ｔ １２００ｔ ２００ｔ

０ｔ ０ｔ

０ｔ ０ｔ ０ｔ

０ｔ ０ｔ

０ｔ

再生利用業者への
処理委託量

０ｔ ０ｔ ０ｔ ２８０ｔ

１２００ｔ ２００ｔ

優良認定処理業者
への処理委託量

０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ ０ｔ

がれき類 コンクリート破片
アスファルト・
コンクリート破

片

全処理委託量 １５ｔ ２５ｔ ２．５ｔ ３００ｔ １ｔ ２００ｔ

産業廃棄物の種類 汚泥 廃プラスチック 紙くず 木くず 金属くず


